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１ 10月は「木材利用促進月間」です。月間重点イベント紹介 
昨年 10 月に施行された「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の

利用の促進に関する法律」（通称：都市（まち）の木造化推進法）において、10月 8日を【木

材利用促進の日】（十と八で木の日）、10月は【木材利用促進月間】と定められています。 

全国では「木づかいが森をよくする暮らしを変える」をテーマに、10 月を集中期間とし

て、木材利用の意義への関心と理解を促す様々な取組が展開されます。木産協（利用センタ

ー）においては以下の３事業を【月間イベント】として重点的に展開してまいります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

２ 「地域材を活用した木造建築セミナー」開催!!  
「やまがた県産木材利用センター」が主催する標記セミナーが、10月5日（水）に山形県

産業創造支援センター（多目的ホール）を会場に、建築関係者を含め約50名が参加して開

催されました。当県出身者で現在「やまがた森林ノミクス大使」を務める「瀬野和広＋設

計アトリエ」の【瀬野和広氏】を講師にお迎えして、【地域材を活用したこれからの木の

建築を考える】をテーマに講演をいただきました。講演では、西山杉など天然乾燥材（生

きている木）を活用して木造建築を進めている事例や、地域流通材やCLTを活用した中大規

模木造施設の紹介が行われました。第２部の意見交換会においては、中大規模木造建築に

必要な地域で流通しているJAS材等の一部利用や、地域の魅力となる西山杉などの天然乾燥

材を多用した木造建築について会場との意見交換が行われました。 
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2.地域材を活用した木造建築セミナー 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:http://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

4.全木連「東北支部総会」 

5.西山杉利活用推進コンソーシアム総会 

 

 

1.10月は「木材利用促進月間」 

3.広葉樹利用拡大協議会「先進地調査」 
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３ 広葉樹利用拡大協議会【先進地調査】の取組み紹介 
＝連続テレビ小説「おかえりモネ」のモデル地域の広葉樹の高次加工による製品開発＝ 

連続テレビ小説「おかえりモネ」のモデルとなった宮城県登米町森林組合への【先進地

調査】が、9月 29日（木）に行われました。調査のテーマとしては、「広葉樹の高次加工

による製品開発手法を学ぶ」とし、現地で、広葉樹の生産・加工・流通体制について、登

米町森林組合の「竹中参事」より丁寧にご説明をいただきました。 

特に、生産面では【太陽熱木材乾燥庫】と【ハイブリットドライヤ－式の人工乾燥施

設】を活用した乾燥技術の開発、流通面では、【広葉樹加工に秀でた事業体との協業体制

づくり】など、本県の広葉樹の利活用拡大のヒントとなる貴重な情報提供をいただきまし

た。（情報提供の内容は報告書として整理して必要な組合員の皆様に提供いたします） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和 4年度全木連【東北支部総会】開催!! 
令和 4 年度「全木連：東北支部総会」が、9 月 13 日に宮城県仙台市（秋保温泉ホテル）

で開催されました。総会には、元林野庁長官で現在全木連の副会長を務める【本郷浩二】氏

をお招きし、東北各県の各組合の理事長及び専務理事が参加して開催されました。 

総会においては、木材産業施策に対する各県の国（全木連連経由⇒林野庁）への要望内容

や、今年度、東北支部当番で、福島県郡山市にて開催される「第 56 回全国木材産業振興大

会」について意見交換等が行われました。加えて、中央情勢として本郷副会長から【木材産

業・木材利用関係の概算要求の概要】や【建築物省エネ法・建築基準法等の改正】について

情報提供をいただきました。※ 国（林野庁等）に対する東北支部要求は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 
 

● お知らせ 
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●【製材経費等への支援について】 

・燃料価格や電力価格の高騰による製材経費の経営圧迫に対応した支援策の実施 

●【林業木材産業成長産業化促進対策交付金】 

・木材乾燥機等の製材工場への支援における補助率のアップ、生産量拡大など補助要件の緩和 

●【新規支援制度の創設】 

・建築物木材利用促進協定やウッド・チェンジ運動への新規支援策の要望 

【第 56回全国木材産業振興大会】は 10月 27日に開催されます。（主催：全木連等） 

全国から約 500名が参加し、福島県郡山市磐梯熱海温泉（ホテル華の湯）で開催されます。林野

庁長官や多数の来賓をお招きし、記念講演や木材産業功労者表彰が行われます。本県からも多数参

加をいただきます。お忙しい中ご協力ありがとうございます。 
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５ 令和 4年度西山杉利活用推進コンソーシアム総会の開催!! 
令和 4 年度「西山杉利活用推進コンソーシアム総会」が、10 月 4 日に村山総合支庁西村

山地方振興局で開催されました。このコンソーシアム（村山総合支庁産業経済部長：会長）

は、平成 26 年度から開催されているもので、西村山地域の各市町村の林務担当課長、森林

組合、製材業の代表者、地域工務店・設計事務所の代表、市場・家づくりネットワークの代

表等から構成させており、山形大学東北創生研究所の村松所長をアドバイザーに迎えて各種

事業を展開しております。 

今年度は、平成 28 年からこれまでの事業展開 

の振り返りと、今年の事業計画や関連事業の説明 

が行われた後に、委員全員から積極的な事業展開 

に向けた提案等が行われました。 

また、各事業計画に関連した３つのワーキング 

グループ（安定供給・高品質化・需要拡大）が設置 

されることが了承されました。なお、既に今年度は 

９月 27 日に【左沢高校の選択授業（西山杉）】が行 

われるとともに、10 月 22 日（土）には【西山スギを巡る木育ツアー】（恐縮ですが、10月

12日が申込期限）が開催される予定となっています。 

６ 【木産協に案内のあったお知らせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  １０月以降の行事 

 

●その他 9月に【木産協で行われた会議等】 

・9月 12日【国立研究開発法人：森林総合研究所】との意見交換（杉山 木材加工・特性研究領域チーム長） 

広葉樹利用拡大協議会：研究協力機関となり国産未利用広葉樹製品開発を支援する枠組み 

・9月 16日【岐阜県立森林文化アカデミー関係者】との意見交換（元教授：杉井氏、講師：吉田氏） 

 「やまがた木育」の拡大：各県【木材青壮年団体】と連携した木育活動の山形県での可能性 

日 程 行  事  名 予定出席者 

10.15～ 第 30回山形県林業まつり   天童市県総合運動公園 理事長、専務ほか 

10.18 県【農林水産部長】への森林整備に関する要望 県庁 理事長、専務 

10.20 県【農林水産部長】への木材産業振興に関する要望 県庁 理事長、理事 

10.27 第 56回全国木材産業振興大会 郡山市 磐梯熱海（会場ﾎﾃﾙ） 理事長、理事、専務 

11.２ 第 3回木産協三役会 米沢市（会場） 理事長、副理事、専務 

11.16～ 東京都【モクション】県産製材品展示会（16 日～30 日）東京都施設 専務ほか 
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●林野庁においては、９月 30日付けで、林業者・木

材産業者への支援措置として、（８月１日～の豪災

害）を「林業・木材産業災害復旧対策保証」の対象

とされたため、農林漁業信用基金では当該保証の申

込受付を開始しました。 

「林業・木材産業災害復旧対策保証」の概要 

・保証限度額：8,000 万円保証 

・保証期間：運転資金５年以内（長期７年以内）設

備資金 15 年以内（返済据置期間は２年以内） 

・保証料：最大で５年間保証料免除 

・保証対象者：林業・木材産業を営む方で「災害に

より直接的・間接的に被害を受けられた方 

※ 詳しくは、基金ホームページを参照 

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/shien/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「木材価格・需給動向」の公表 

・日本木材総合情報センターでは、木材業界の有識者

で構成される「市況検討委員会」の開催(偶数月)及び 

データの収集（奇数月）により、評定された指標品目の

市況や荷動きの分析結果を取りまとめ、HP で毎月公

表しております。（９月分まで公表） 

https://www.jawic.or.jp/kakaku_jyukyu/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

●全木連からのお知らせ 

・全木連が補助主体となっている各種支援事業につい

て 1 次募集から３次募集までお知らせが届いていま

す。 

詳しくは、P７を参照していただき、不明な点は木産

協事務局にお問い合わせをお願いします。 
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●全木連からのお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【木産協：組合員の皆様には配布させていただきます】 
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●山形県「林業まつり実行委員会」からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度は規模縮小しての開催となります。また、広告協賛など開催に向けて沢山のご支援

をいただきました。各協力団体の皆様のご支援に厚く感謝申し上げます。】 
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●NPO法人 活木活木（いきいき）森ネットワーク からのお知らせ 

＝10月 24日の申し込みは 10月 17日まで＝ 

以下の URLまたは『木づかい.com』よりご登録ください。 

 ＜申込サイト＞ https://ikimori.xsrv.jp/apply/f221017/ 
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こちらの受付は終了 
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●全木連からのお知らせ（以下の事業の募集が 10月 5日から開始されました） 

・都市部の木材利用拡大に向け木質耐火部材、JAS構造材、内装木質化、木製サッシの使用拡大支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【助成対象の木製品】 
 

①木質耐火部材等：耐火・準耐火性能等が求められる木造又は木造とそれ以外の構造との混

構造の建築物の新築、増築、改築における木質耐火部材等（燃えしろ、耐火被覆）の利用 

②JAS構造材：木造又は木造とそれ以外の混構造の建築物の新築、増築、改築において、指

定する構造部に対するＪＡＳ構造材の利用 

③内装材：耐火・準耐火性能等が求められる建築物の新築、増改築、修繕等において、壁、

天井、床の仕上げの表面への木材製品の利用 

④木製サッシ：建築物の新築、増改築、修繕等における木製サッシの利用 
 

●【対象者】都市木利用拡大宣言事業又は JAS 構造材活用宣言事業で登録を受けた者 

●【対象施設】建築主が国でないもの、２．３階以下の非住宅等の施設 

●【受付期間】令和４年１０月５日～31日（当日消印有効・持込可） 

●【助成金】（助成金のイメージは下記のとおり。詳細は HPで確認必要） 
 

・燃えしろ製材：床面積の合計 × 14,200 円 ㎡ 

・JAS 構造材：使用材積の合計 × 66,000 円 ㎥ 

・内装材利用：面積（壁・天井）× 11,000 円 ㎡ 

・木製サッシ：１窓当たり 60,000 円 

 
詳細は、都市における木材需要の拡大事業：(一社)全国木材組合連合会  https://toshimokuzai.jp/ 

 

●JAS構造材実証支援事業（3次募集）●JAS転換実証支援事業（2次募集）など非住宅分野の JAS 

利用支援の追加募集が行われています。詳細は、各事業別の HPをご覧ください。 
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都市における木材需要の拡大事業ウッド・チェンジをお手伝い 

https://toshimokuzai.jp/jigyou_2/


 

 

 

- 8 - 

 

●住宅着工状況（８月期） 
令和 4年 8 月期の県内新設住宅着工戸数は 502 戸となり、対前月比 121.3％、対前年同月比 104.1％、対前年累計比は 88.7％となった。 

県内での貸家は増加、持家の減少傾向は継続。地区別の前年比、累計比とも村山地域最上地域で減少となった。木造率は 82.9％。 
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